
故
名
誉
教
授
深
瀬
基
寛
先
生
を
悼
む

名
誉
教
授
深
瀬
基
寛
先
生
は
昭
和
四
十
一
年
八
月
二
十
一
日
午
後
七
時
四
〇
分
永
い
眠
り
に
つ
か
れ
た
。
永
年
の
御
不
快
、
わ
け
て
も
、
昭
和
三

十
七
年
三
月
以
降
の
御
重
態
を
目
撃
し
て
き
た
わ
れ
わ
れ
に
は
、
こ
の
日
の
訃
報
が
必
ず
し
も
唐
突
の
も
の
で
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
先
生
が
御
病
気
を
意
に
も
か
い
せ
ず
御
研
磨
御
執
筆
を
つ
づ
け
ら
れ
、
御
病
気
そ
の
も
の
も
奇
蹟
的
に
克
服
さ
れ
る
こ
と
数
次
に
及
ん
だ
、

そ
の
御
気
力
を
わ
れ
わ
れ
は
知
ら
さ
れ
て
い
た
だ
け
に
、
そ
し
て
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
ま
だ
ま
だ
先
生
の
御
在
世
を
期
待
し
ま
た
信
じ
て
い
た
だ
け
に
、

わ
れ
わ
れ
の
傷
心
衝
撃
は
大
き
か
っ
た
。
名
誉
教
授
山
本
修
二
先
生
と
も
ど
も
わ
が
教
室
を
支
え
る
二
本
の
柱
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
後
進
を
御
鞭
撞

御
教
示
く
だ
さ
り
、
両
先
生
あ
っ
て
こ
そ
の
京
大
英
語
教
室
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
突
然
先
生
を
失
っ
た
わ
れ
わ
れ
教
室
は
大
き
な
空
洞
を
つ
く
ら
れ

た
に
も
似
た
寂
蓼
を
感
じ
、
ま
た
、
そ
れ
だ
け
に
い
っ
そ
う
、
先
生
の
存
在
の
偉
大
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。
八
月
二
十
四
日
午
後
一
時
か
ら
執
行

さ
れ
た
御
葬
儀
告
別
式
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
衷
心
、
先
生
の
御
厚
恩
を
感
謝
し
、
先
生
の
霊
の
静
か
に
昇
天
す
る
の
を
お
祈
り
し
た
。
こ
こ
に
、
わ

れ
わ
れ
を
代
表
し
わ
れ
わ
れ
の
意
思
を
体
し
て
捧
げ
ら
れ
た
、
教
室
の
長
老
山
村
武
雄
教
授
の
弔
辞
を
再
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
た
、
併
せ
て
、

先
生
の
御
略
歴
御
業
績
を
記
録
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
謹
ん
で
先
生
の
霊
を
悼
み
、
先
生
の
生
前
の
御
鴻
業
を
た
た
え
る
よ
す
が
と
し
た
い
。

(
四
十
一
年
十
二
月
、
教
室
主
任
山
内
邦
臣
記
)



弔
辞

戦
前
の
昭
和
の
よ
き
時
代
に
、
三
高
と
共
に
歩
ま
れ
た
深
瀬
先
生
、
戦
後
の
沙
漠
の
よ
う
な
時
代
に
、
英
文
学
界
に
お
い
て
、
京
大
の
教
壇
に
お

い
て
、
一
き
わ
巨
き
な
、
明
る
い
星
と
し
て
、
輝
か
れ
、
衆
目
の
仰
ぎ
見
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
深
瀬
先
生
は
、
普
通
人
の
到
底
く
わ
だ
て
る
こ
と
の

で
き
な
い
ほ
ど
の
多
く
の
御
業
績
を
、
極
め
て
精
力
的
に
、
異
常
な
熱
意
を
も
っ
て
あ
げ
ら
れ
た
お
疲
れ
も
あ
っ
て
か
、
不
幸
に
し
て
病
に
倒
れ
ら

れ
、
長
い
闘
病
生
活
に
入
ら
れ
ま
し
た
が
、
強
い
意
志
力
を
も
っ
て
病
床
に
お
い
て
尚
健
筆
を
捨
て
ら
れ
な
い
で
い
ま
し
た
が
、
夫
人
の
手
厚
い
御

看
護
に
も
拘
ら
ず
、
去
る
二
十
一
日
、
御
逝
去
に
な
り
ま
し
た
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
、
ま
こ
と
に
痛
恨
の
極
み
と
存
じ
ま
す
。

先
生
の
学
界
に
お
け
る
御
業
績
は
、
余
り
に
大
き
く
、
深
く
、
多
彩
で
あ
り
ま
す
の
で
、
到
底
わ
た
く
L
な
ど
の
捕
捉
L
が
た
い
も
の
が
あ
り
ま

す
が
、
折
に
ふ
れ
感
じ
ま
し
た
こ
と
の
一
端
を
申
し
述
べ
る
こ
と
を
お
許
し
ね
が
い
ま
す
と
、
い
つ
か
、
先
生
は
、
京
大
英
文
学
会
の
御
講
演
で
、

先
生
独
自
の
洒
脱
な
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
「
自
分
は
英
文
学
の
学
の
字
が
嫌

い
だ
。
何
と
か
、
こ
れ
は
使
い
た
く
な
い
」
と
い
う
意
味
の
こ
と
を
云
っ

て
、
聞
く
も
の
を
一
時
ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
た
の
ち
、
ド
ラ
イ
デ
ソ
の
「
マ
ッ

ク
プ
レ
ッ
ク
ノ
ー
」
の
。
S
h
a
d
w
e
u
n
e
完
r
d
e
く
i
a
t
e
s
i
n
t
O
S
e
n
S
e
.
.
、

の
一
行
を
引
用
さ
れ
、
こ
の
∑
d
e
5
.
a
t
e
S
3
即
ち
逸
脱
、
脱
線
と
い
う
こ
と

は
、
自
分
の
得
意
で
あ
る
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
云
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
停
年
講
義
を
除
い
て
、
京
大
の
講
壇
に
立
た
れ
た
先
生
を
わ
た
く
L
が
う

か
が
っ
た
最
後
の
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
或
意
味
で
、
こ
れ
ら
の

御
言
葉
は
、
先
生
の
文
学
研
究
に
対
す
る
御
態
度
が
に
じ
み
出
た
も
の
で
は

一
七
三



な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
先
生
は
、
鋭
い
文
学
的
感
性
を
も
っ
て
、
特
に
、

詩
、
文
学
批
評
、
文
明
批
評
の
分
野
に
お
い
て
、
重
要
な
問
題
点
を
探
り
当
て

よ
う
と
努
力
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
初
期
の
業
績
の
一
つ
で
あ
る
、
英
米

文
学
評
伝
叢
書
の
中
の
「
T
・
S
・
エ
リ
オ
ッ
ト
」
の
は
し
が
き
に
お
い
て
、

「
日
本
の
文
化
と
英
文
学
の
有
機
的
な
関
係
が
現
代
ほ
ど
見
失
わ
れ
た
時
代

は
な
い
。
特
殊
な
研
究
に
し
て
も
、
一
般
的
な
問
題
を
つ
ね
に
意
識
し
た
上

で
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
思
う
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
、
そ
の
後
、
出
版
さ
れ
た
書
物
に
な
っ
た
も
の
だ
け
で
も
三
十
八
点
と
い

う
汗
牛
充
棟
も
た
だ
な
ら
ぬ
も
の
の
中
に
、
終
始
一
貫
し
た
精
神
な
の
で
あ

り
ま
す
。
学
界
に
お
い
て
、
極
め
て
早
い
時
期
に
、
T
・
S
・
エ
リ
オ
ッ
ト
、

ハ

ー

バ

ー

ト

・

リ

ー

ド

、

ジ

ョ

ン

・

ミ

ド

ル

ト

ン

・

マ

リ

を

紹

介

し

、

ま
た
、
T
・
E
・
ヒ
ュ
ー
ム
に
は
じ
ま
る
反
人
文
主
義
の
流
れ
に
着
目
し
て
、
ド
ー
ソ
ン
の
三
つ
の
書
物
を
翻
訳
、
更
に
、
ト
イ
ン
ビ
ー
の
「
試
煉

に
立
つ
文
明
」
、
ウ
ェ
イ
ド
レ
の
「
芸
術
の
運
命
」
、
筑
摩
書
房
か
ら
出
た
「
エ

リ
オ
ッ
ト
鑑
賞
名
詩
達
」
と
き
び
す
を
接
し
て
出
版
さ
れ
た
当
時
の
盛
観
を
想

起
い
た
し
ま
す
と
き
、
後
者
に
与
え
ら
れ
た
昭
和
三
十
年
度
読
売
文
学
賞
は
、

た
だ
そ
れ
だ
け
に
与
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
ま
す
。

訳
業
は
新
し
い
イ
ギ
リ
ス
の
傾
向
を
た
ず
ね
て
ル
イ
ス
、
ス
ベ
ン
ダ
ー
、
ホ

ル
ロ
イ
ド
な
ど
に
も
及
び
ま
す
が
、
ま
た
、
ま
こ
と
に
得
が
た
き
随
筆
の
名
手

で
あ
ら
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
先
生
の
お
人
柄
の
流
露
し
た
も
の
で
あ
り
、
汲
め

ど
も
つ
き
ぬ
情
趣
を
た
た
え
て
、
い
つ
ま
で
も
、
先
生
と
共
に
あ
る
感
激
を
わ

れ
わ
れ
に
残
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
感
謝
い
た
さ
な
い
で
は
お
ら
れ



ま
せ
ん
。
先
生
が
わ
れ
わ
れ
後
輩
の
た
め
に
、
色
々
と
御
尽
力
く
だ
さ
っ
た
こ
と
は
、
改
め
て
枚
挙
に
達
は
あ
り
ま
せ
ん
。
唯
一
つ
触
れ
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
の
は
、
山
本
修
二
教
授
と
京
大
教
養
部
英
語
教
室
の
基
礎
づ
く
り
に
心
を
砕
か
れ
、
現
在
第
十
九
集
ま
で
に
進
展
し
て
お
り
ま
す
、
機

関
誌
「
英
文
学
評
論
」
の
表
紙
に
先
生
の
御
手
跡
が
か
か
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
わ
れ
わ
れ
は
誇
り
を
も
っ
て
、
こ
れ
を
守
り
つ
づ
け
る
こ
と
が
せ

め
て
も
の
御
恩
返
し
か
と
存
じ
て
い
ま
す
。

先
生
が
、
毎
年
の
総
合
科
学
研
究
費
申
請
の
た
め
の
教
室
会
議
に
お
い
て
、
極
め
て
適
切
な
ア
イ
デ
ア
を
洩
ら
さ
れ
る
と
き
、
皆
が
先
生
を
期
待

を
こ
め
て
見
守
っ
た
あ
の
瞬
間
、
宴
の
席
で
全
く
座
に
融
け
込
ん
で
腰
を
浮
か
せ
て
歌
わ
れ
る
あ
の
瞬
間
、
わ
れ
わ
れ
の
脳
裡
に
は
、
数
々
の
到
底

消
え
去
る
こ
と
の
な
い
瞬
間
の
先
生
が
あ
り
ま
す
。
先
生
が
京
大
御
退
官
の
と
き
出
版
さ
れ
た
「
童
心
集
」
に
は
、
先
生
の
実
に
よ
い
御
写
真
と
御

感
想
が
の
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
童
心
こ
そ
先
生
の
深
い
御
体
験
と
お
人
柄
の
綜
合
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
が
一
つ
の
芸
術
品
で
あ
っ
た
と
、
今
更
な

つ
か
し
く
お
偲
び
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

在
天
の
先
生
、
安
ら
か
に
お
眠
り
下
さ
い
。

昭
和
四
十
一
年
八
月
二
十
四
日

京
都
大
学
教
授

山

(
前
掲
の
写
真
三
薬
は
先
生
の
遺
墨
集
「
沈
子
庵
詠
草
」
の
一
部
で
あ
る
-
編
集
委
員
記
)

村

武
雄



故
名
誉
教
授
深
瀬
基
寛
先
生
略
歴
・
著
書
目
録

略

明
治
二
十
八
年
十
月
十
二
日

大
正
二
年
三
月

大
正
二
年
九
月

大
正
五
年
七
月

大
正
五
年
九
月

大
正
八
年
七
月

大
正
八
年
九
月

大
正
九
年
九
月

大
正
十
年
三
月

大
正
十
一
年
二
月

大
正
十
一
年
五
月

大
正
十
一
年
九
月

大
正
十
四
年
四
月

昭
和
二
年
三
月

歴高
知
県
に
生
ま
れ
る

高
知
県
立
第
一
中
学
校
卒
業

第
三
高
等
学
校
文
科
入
学

同

卒

業

東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
入
学

同

卒

業

東
山
中
学
校
講
師
嘱
託
と
な
る

京
都
帝
国
大
学
大
学
院
入
学

東
山
中
学
校
講
師
を
解
嘱

松
江
高
等
学
校
講
師
嘱
託
と
な
る

松
江
高
等
学
校
教
授
と
な
る

京
都
帝
国
大
学
大
学
院
退
学

第
三
高
等
学
校
講
師
と
な
る

第
三
高
等
学
校
教
授
と
な
る



昭
和
二
十
四
年
八
月

昭
和
二
十
九
年
四
月

昭
和
三
十
三
年
十
月

昭
和
三
十
三
年
十
月

昭
和
三
十
三
年
十
月

昭
和
四
十
一
年
三
月

昭
和
四
十
一
年
四
月

昭
和
四
十
一
年
八
月
二
十
一
日

昭
和
四
十
一
年
八
月
二
十
一
日

昭
和
四
十
一
年
八
卦
一
「
一
日

京
都
大
学
教
授
と
な
る
(
吉
由
分
校
勤
務
)

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
の
講
義
を
担
当
す
る

京
都
大
学
教
授
を
退
官

京
都
大
学
名
誉
教
授
の
称
号
を
受
け
る

南
山
大
学
教
授
と
な
る

同

退

職

大
手
前
女
子
大
学
教
授
と
な
る

死
亡

勲
三
等
瑞
宝
章
を
受
け
る

従
三
位
に
叙
せ
ら
れ
る

著

書

目

録

著
書

1
日
月
号
や
㌻
群
島
§
こ
ざ
軋
(
研
究
社
現
代
英
文
学
叢
書
)
(
序
文
と
註
解
)

2
「
テ
ィ
・
エ
ス
・
エ
リ
オ
ッ
ト
」
(
研
究
社
英
米
文
学
評
伝
叢
書
)

3
「
現
代
英
文
学
の
課
題
」
(
弘
文
堂
教
養
文
庫
)

4
ド
ー
ソ
ン
「
政
治
の
彼
方
に
」
(
訳
と
解
説
)

研

究

社

研

究

社

弘

文

堂

筑
摩
書
房

昭
和
一
〇
年

昭
和
一
二
年

昭
和
一
四
年

昭
和
一
六
年

一
七
七



5678901111
2

1
3

41516171
81910212223

り
一

42

ド
ー
ソ
ン
「
宗
教
と
近
代
国
家
」
(
訳
)

バ
ジ
ョ
ッ
ト
「
英
国
の
国
家
構
造
」
(
訳
し

「
エ
リ
オ
ッ
ト
の
芸
術
論
」

「
人
は
み
な
草
の
ご
と
く
」
(
随
筆
集
)

マ
リ
「
自
由
社
会
」
第
一
部
(
訳
)

「
現
代
の
英
文
学
」
(
弘
文
堂
ア
テ
ネ
文
庫
)

ウ
ォ
ー
コ
ッ
プ
「
も
の
の
考
え
方
」
(
訳
)

エ
リ
オ
ッ
ト
「
文
化
と
は
な
に
か
」
(
訳
)

ト
イ
ン
ビ
ー
「
試
煤
に
立
つ
文
明
」
(
訳
)

、
マ
リ
「
自
由
社
会
」
第
一
部
、
第
二
部
(
訳
)

「
エ
リ
オ
ッ
ト
の
詩
学
」
(
創
元
文
庫
川
の
改
版
)

ウ
ェ
イ
ド
レ
「
芸
術
の
運
命
」
(
訳
)

「
共
通
感
覚
」
(
筑
摩
書
房
現
代
日
本
評
論
逮
)

「
エ
リ
オ
ッ
ト
」
(
鑑
賞
世
界
名
詩
選
)
(
三
〇
年
度
読
売
文
学
賞
)

ル
ー
イ
ス
「
現
代
詩
論
」
(
訳
)

ル
ー
イ
ス
「
詩
を
よ
む
若
き
人
々
の
た
め
に
」
(
訳
)

「
オ
ー
テ
ン
詩
集
」
(
訳
と
解
説
)

「
エ
リ
オ
ッ
ト
研
究
」
(
編
著
)

「
英
国
の
詩
論
」
(
編
著
)

ア
イ
ザ
ッ
ク
ス
「
現
代
英
詩
の
背
景
」
(
共
訳
)

弘

文

堂

弘

文

堂

比
叡
書
房

義

徳

社

世
界
文
学
社

弘

文

堂

弘

文

堂

弘

文

堂

社
会
思
想
研
究
会
出
版
部

社
会
思
想
研
究
会
出
版
部

創

元

社

創

文

社

筑
摩
書
房

筑
摩
書
房

創

文

社

筑
摩
書
房

筑
l
摩
書
房

英

宝

社

山
口
書
店

創

文

社

一
七
八

昭
和
二
一
年

昭
和
二
二
年

昭
和
二
四
年

昭
和
二
四
年

昭
和
二
四
年

昭
和
二
六
年

昭
和
二
]
ハ
年

昭
和
二
ユ
ハ
年

昭
和
二
七
年

昭
和
二
八
年

昭
和
二
八
年

昭
和
二
八
年

昭
和
二
九
年

昭
和
二
九
年

昭
和
三
〇
年

昭
和
三
〇
年

昭
和
三
〇
年

昭
和
三
〇
年

昭
和
三
一
年

昭
和
三
一
年
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ス
ベ
ン
ダ
ー
「
夢
を
字
む
単
独
老
」
(
共
訳
)

「
批
評
の
建
設
の
た
め
に
」
(
編
著
)

「
英
詩
鑑
賞
」
(
京
大
英
語
講
座
)
(
編
著
)

「
西
洋
の
詩
を
読
む
人
に
」
(
ポ
エ
ム
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
イ
)
(
編
著
)

「
エ
リ
オ
ッ
ト
の
詩
学
」
(
角
川
文
庫
個
の
改
版
)

ス
ベ
ン
ダ
ー
「
夢
・
絶
望
・
正
統
」
(
共
訳
)

「
日
本
の
沙
漠
の
な
か
に
」
(
随
筆
集
)

ウ
ィ
レ
ー
「
十
七
世
紀
の
思
想
的
風
土
」
(
共
訳
)

評
論
(
現
代
日
本
文
学
全
集
第
九
六
巻
、
現
代
文
芸
評
論
集
⇔
)

「
童
心
集
」
(
随
筆
集
)

ト
イ
ン
ビ
ー
「
一
歴
史
家
の
宗
教
観
」
(
訳
)

ホ
ル
ロ
イ
ド
「
混
沌
か
ら
」
(
共
訳
)

ド
ー
ソ
ン
「
革
命
の
世
界
史
」
(
訳
)

ハ
ー
ド
「
堕
落
論
」
(
共
訳
)

筑
摩
書
房

南

雲

堂

創

元

社

創

元

社

角
川
書
店

筑
摩
書
房

筑
摩
書
房

創

文

社

筑
摩
書
房

中
外
書
房

社
会
思
想
研
究
会
出
版
部

筑
摩
書
房

筑
摩
書
房

筑
摩
書
房

昭
和
三
一
年

昭
和
三
一
年

昭
和
三
一
年

昭
和
三
一
年

昭
和
三
二
年

昭
和
三
二
年

昭
和
三
二
年

昭
和
三
三
年

昭
和
三
三
年

昭
和
三
三
年

昭
和
三
四
年

昭
和
三
六
年

昭
和
三
八
年

昭
和
四
〇
年


